
遊戯台情報

後期では実際に企業を相手として活動を行った。我々グループBの活動内容は「某パチンコ店」を依頼人として、
店内で使用される “アミューズメントホールシステム ” を実際のソフトウェア開発の流れに沿って開発した。

概 要 Abstract

ホ

ール
システム

製作物

テスト仕様書を作成し、システムの動作確認
を行い完成させる

依頼者から要求された依頼内容
についての話し合い

UI仕様書に基づき、実装を行うために必要な
設計仕様書を開発する

UI仕様書および設計書に適合したシステムを開発する

交渉（Negotiation phase） 設計（Design phase） テスト（Testing phase）

UI仕様書（Requirements phase） 実装（Implementation phase）

・依頼者とのミーティング
・コミュニケーションシート
    を用いた情報整理

・依頼内容のシステムを文章化・図式化
・誰にでも分かりやすい内容・構成

・システムデータの作成
・各データのラベリング
・データベースの設計

・サーバのセットアップ
・データベース作成
・開発環境EclipseでのJava言語によるプログラム作成

・動作確認のためのテスト
     の手順を作成
・手順に沿ったシステムの動作確認

開発の流れ Development Process

UI 仕様書 顧客にもシステム設計者にも分かりやすい
構成となっている。

一つのボタンを押すだけで目的とする操作が可能
画面の見やすさを考慮した色使い

全て 検索

機種名称 台数 打玉数 S差玉数

合 計

キーボードを使用した入力をほとんど行わない
入力は選択形式を導入

容易な操作 使いやすい機能・デザイン

これら
を基に

製作

パチンコやスロットの回転率、大当たり回数、売り上げ
などのデータを収集・集計するシステム。

依頼者からの要求をシステム化できるように
定義しまとめる。

システム説明 System Explanation

In second semester, this group worked with an enterprise. Our group B made the amusement hall
　system for which an actual parlor use in the store along the flow of an actual software development.

The system is used to administer the rate of rotation, big win and sales of pinball and slot machine.

Easy operation Easy function and design
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